


































































































































































































































































［▲融 “榊 、H 閨榊
賊躯 ＜Q 嘉Q ト 樽Q
餉Q
Q Q
















図霜 虫粥 哩梢 鯉騨
漫擢


















■ く 誰冒 Q
へ電 巡 蜂 鉋













へ垣 1 I合 6電 一 1雇 了ト■ 1ト誰
㍉囲 刈嘉 〒ト崎 　“座1 市ト■ 麗巡 踊轟














忌 拒 1ト只 1トR ［梢 へ
Q 踊く 胆く 導く 興Q
＼
只











地o 地后深度 一一土質一一 一一一色隅一一一 混合物 記ウ土質 レキ径 状態
㎜． （Cm） 主　副 1　2　3 1　2 主　副 …榊
1 210 中砂　一 暗　灰　一 レキ　ー 一　　　　　　　　　　　　　・ 5　　10 一
2 470 砂レ　ー 暗　灰　一 レキ　ー i　　　　　　　　　　　　　　　・ 10　30 一
3 83◎ シル　ー 暗　青　灰 貝搬　一 ■　　　　　　　　　　　　　　　■ O　　O 一
4 1345 シル粘土 暗　灰　一 貝殻　一 一　　　　　　　　　　　　　　　一 0　0 一
s 1525 細砂シル 灰　縁　一 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　I O　O ■
6 1720 紬砂シル 黄福茶　一 一　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　・ 0　◎ ・
7 1800 細砂シル 暗　青　灰 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ O　O ‘
8 2175 砂レ粘土 褐茶灰　一 レキ　ー ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ 5　80 一










N値㎜． N値深度回，Cm N値㎜． N値深度回．Cm N値㎜． N値深度回，Cm
1 266　4！；6 H 2166　Sθ！ほ 2i ；ε66　S6！25
2 220　50／10 12 2200　50／20 22 3700　50！15
3 450　50／10 13 2ω0　50／30 23 ω00　58／30
4 590　5／3② 14 26⑤①　！5／30
5 7①②　5／30 1S 270②　14／30
6 1200　4／30 16 2800　17！30
7 1ω0　5①／21 17 3000　16130
8 160①　6／30 18 ；2①0　38／30
9 170⑤　50！30 19 3300　50！3①

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































NO 分順名 己 0 分碩名　己 O 分類名 己 O 分須名 己
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図　8　土質記号図
Fig．8　Symbols　of　so皿s
7．　まとめ
　土質柱状図の広域データベース構築における1っの難関であるところの電算化作業の省力
化を目的として，汎用パーソナルコンピュータ（M　P一ヱ605S）を使用して土質柱状図の
入力および検索を行うシステムを開発した．
　本システムにより，従来の電算化作業と比較して，費用の面では1本あたり約ユ000円が約
一126一
マイクロコンピュータによる土質柱状図入カシステムの開発一諸星
1OO円と1O分の1に，時間の面では1日あたり約10本が60本と6倍になり，かなりの省カ化が
実現された．また本システムではマンマシン応答による入カおよび修正作業を行っているた
め，入力時の誤操作が即時に修正でき，データの誤入カの面で質が向上した、
　ミニフロッピーディスクシート1枚に約400本，標準フロッピーディスクシート1枚に約
ユ200本以上の土質柱状図が格納できるため，小規模なデータバンクとしても利用でき整理番
号による検索を行うことができた．また位置（100mメッシュ）による検索，町名番地など
による検索も簡単な索引表を設けることにより行うことができる．
　土質柱状図は大型建築物が建設される際には必ず作成されるもので，今後ともに多量の土
質柱状図が作成されるであろう．これらのデータは建築はもとより防災行政の立場からも地
盤の液状化などの震害予測・地盤図作成などを行う上で重要な資料であること，データ作成
に多大の費用が必要なことなどから，作成のための省力化を図り十分に整理し有効利用を行
うべきである一そこで最後に，自治体あるいは建築業者などの各機関・各組織において土質
柱状図の電算化を行い，土質柱状図の有効利用を図ることを提案する．これを実現するため
に本研究において開発したシステムが入カ段階における具体的解決策を与えるものと思われ
る．
　当センターにおいても震災対策強化地域内の土質柱状図データベース拡充のため本入カシ
ステムを実用に供する言十画である．
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